


解
説

本
州
と
北
海
道
を
分
断
す
る
津
軽
海
峡
。

ω
万
年

前
、
こ
の
海
は
陸
続
き
だ
っ
た
。
冬
に
な
る
と
遠
く

シ
ベ
リ
ア
か
ら
マ
ン
モ
ス
が
厳
寒
を
避
け
て
南
下
し

て
き
た
と
い
う
。
そ
し
て
今
、
こ
の
海
の
底

1
0
0

メ
ー
ト
ル
に
〈
本
州
か
ら
北
海
道
ヘ
嵐
を
通
す
〉
た

め
に
執
念
を
燃
や
す
男
が
い
た
。

映
画
「
海
峡
」
は
海
を
貫
い
て
道
を
つ
け
る
こ
と

に
人
生
の
す
べ
て
を
賭
け
た
男
の
強
く
熱
い
生
き
ざ

ま
を
、
空
前
の
ビ
ッ
グ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
い
わ
れ
る

青
函
ト
ン
ネ
ル
工
事
と
厳
し
く
美
し
い
竜
飛
の
自
然

を
背
景
に
彩
や
か
に
描
き
あ
げ
る
〈
東
宝
創
立
日
周

年
記
念
〉
大
作
で
あ
る
。

「
八
甲
田
山
」
「
動
乱
」
の
森
山
〈
口
司
郎
監
督
の
も

と
現
代
日
本
映
画
界
の
最
高
ス
タ
ッ
フ
が
結
集
、
加

え
て
南
こ
う
せ
つ
が
始
め
て
映
画
音
楽
に
挑
戦
す
る
。

出
演
者
は
主
人
公
・
阿
久
津
に
高
倉
健
。
阿
久
津

を
ひ
た
す
ら
慕
い
続
け
る
女
・
多
吉
川
に
吉
永
小
百
合
。

阿
久
津
を
助
け
難
工
事
に
挑
む
ト
ン
ネ
ル
掘
り
の
エ

キ
ス
パ
ー
ト
源
助
に
森
繁
久
禰
。
洞
爺
丸
遭
難
で
失

っ
た
両
親
へ
の
弔
い
合
戦
と
し
て
工
事
に
参
加
す
る

若
者
・
仙
太
に
三
浦
友
和
。
ほ
か
豪
華
多
彩
な
布
陣
。

そ
し
て
全
国
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
選
ば
れ
た
青
木
峡

子
、
中
川
勝
彦
、
が
フ
レ
ッ
シ
ュ
に
デ
ビ
ュ
ー
す
る
。

h
m
q五
ロ

A
T
Z
=

ロ

青
函
連
絡
船
「
洞
爺
丸
」
が
転
覆
し
大
量
の
遭
難

者
を
出
し
た
の
は
昭
和
鈎
年

9
月
で
あ
っ
た
。
自
然

の
猛
威
に
出
会
う
時
、
人
は
わ
ず
か
初
数
キ
口
の
海

を
渡
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。
国
鉄
青
函
ト
ン
ネ

ル
技
術
調
査
団
の
阿
久
津
剛
は
、
津
軽
の
海
底
を
一

人
で
調
べ
始
め
た
。
誰
か
が
歩
き
始
め
な
け
れ
ば
道

は
出
来
な
い
の
だ
。

吹
雪
舞
う
冬
の
竜
飛
岬
で
阿
久
津
は
牧
村
多
恵
を

救
っ
た
。
こ
の
白
か
ら
多
恵
の
新
た
な
人
生
が
始
っ

た
。
そ
れ
は
阿
久
津
を
ひ
た
す
ら
慕
い
続
け
る
、
忍

ぶ
恋
に
生
き
る
日
々
で
あ
っ
た
。

昭
和
辺
年
、
阿
久
津
に
明
石
海
峡
調
査
の
辞
令
が

下
り
た
。
津
軽
海
峡
に
心
を
残
し
な
が
ら
、
阿
久
津

は
7
年
間
故
郷
の
岡
山
に
い
た
。
親
に
推
め
ら
れ
て

佳
代
子
を
め
と
り
修
を
も
う
け
た
。

昭
和
ぬ
年
日
本
鉄
建
公
団
が
発
足
し
た
。
竜
飛
に

戻
っ
た
阿
久
津
を
多
恵
が
迎
え
た
。
ま
ず
阿
久
津
が

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
仕
事
は
人
集
め
だ
っ
た
。
総

号
令
と
呼
ば
れ
る
岸
田
源
助
を
口
説
け
れ
ば
、
源
助

を
慕
う
穴
掘
り
の
プ
ロ
が
つ
い
て
来
る
。
源
助
に
阿

久
津
が
力
説
す
る
。
「
今
か
ら
叩
万
年
前
、
津
軽
海
峡

は
陸
続
き
だ
っ
た
。
マ
ン
モ
ス
が
音
を
た
て
て
渡
っ

て
い
た
。
そ
こ
に
人
聞
が
二
本
の
足
で
渡
れ
る
道
を

つ
け
た
い
の
だ

J

引
年
、
調
査
斜
坑
掘
削
が
開
始
さ
れ
た
。
公
団
第

一
期
生
の
募
集
に
成
瀬
仙
太
が
応
募
し
て
き
た
。
仙

太
は
ロ
年
前
、
母
の
腕
に
抱
か
れ
た
ま
ま
洞
爺
丸
か

ら
浜
に
打
ち
上
げ
ら
れ
た
若
者
で
あ
る
。

源
助
、
阿
久
津
、
仙
太
。
竜
飛
に
は
津
軽
の
海
を

掘
る
こ
と
に
溶
か
れ
た
三
代
の
男
た
ち
が
い
た
。
そ

し
て
多
恵
、
峡
子
、
そ
の
母
お
れ
ん
。
ト
ン
ネ
ル
男

た
ち
を
見
守
る
女
が
い
た
。

工
事
は
未
知
の
岩
盤
と
の
闘
い
で
あ
っ
た
。
断
層

破
砕
帯
を
固
め
、
出
水
を
防
い
で
は
前
に
進
む
。

2

ヶ
月
で

5

メ
ー
ト
ル
し
か
進
め
な
い
こ
と
も
あ
っ
た
。

阿
久
津
の
父
が
危
篤
に
陥
っ
た
目
、
大
出
水
が
起
き

た
。
排
水
能
力
を
超
え
た
奔
流
が
先
進
導
坑
を
満
た

そ
う
と
し
て
い
た
。
工
事
開
始
以
来
の
最
大
危
機
を

前
に
、
阿
久
津
の
決
断
が
迫
ら
れ
て
い
た
。

-
キ
ャ
ス
ト

阿
久
津
剛
:
:
:
・
:
高
倉
健

牧
村
多
恵
・
:
:
:
:
吉
永
小
百
合

成
瀬
仙
太
:
:
:
・
:
三
浦
友
和

佳
代
子
:
:
:
:
・
大
谷
直
子

お
れ
ん
・
:
:
:
:
伊
佐
山
ひ
ろ
子

お
れ
ん
の
娘
・
・
・
・
・
・
青
木
峡
子
〈
新
人
〉

作
業
員
野
崎
:
:
:
東
野
英
心

金
丸
五
郎

j
i
-
-小
林
稔
侍

阿
久
津
修
・
・
・
・
・
・
・
・
・
中
川
勝
彦
ハ
新
人
〉

石
川
〈
口
音
太
郎
:
:
:
山
谷
初
男

償
溝
平
作

j
i
-
-
-桑
山
正
一

鉄
建
公
団
理
事
:
・
小
選
栄
太
郎

岡
部
:
・
:
:
:
大
滝
秀
治

十
河
国
鉄
総
裁
:
・
藤
田
進

阿
久
津
の
父
:
:
:
笠
智
衆

岸
田
源
助
:
:
・
:
:
森
繁
久
園
周

青
函
ト
ン
ネ
ル
は
、

『
分
別
町
浜
名
か
ら
北
海
道
上

一
湯
の
皇
ま
で
の
五
三
・
八
五

一
世
界
最
長
の
ト
ン
ネ
ル
で
あ
る

一
介
三

0

・
五
五
キ
口
、
海
底
部
会

一
キ
ロ
で
、
工
事
の
最
も
難
し
い

-
は
竜
飛
崎
と
吉
岡
の
両
側
か
ら

一
で
い
く
。
ト
ン
ネ
ル
建
設
の
構

初
期
か
ら
で
あ
っ
た
が
、
本
格
的

組
は
戦
争
末
期
の
軍
部
、
鉄
道
公
聞
の

・
調
査
斜
坑

J

，
ご

本
州
側
は
竜
飛
か
ら
北
海
道
側
は
官
及
岬

か
ら
海
岸
線
を
こ
え
て
海
底
下
約

1
0
C
jグ

!
ト
ル
地
点
ま
で
ト
ン
ネ
ル
が
擁
ち
れ

A為
記

-
先
進
導
坑
(
パ
イ
ロ
ー
ト
ン
ネ
ル
)
・
プ
a
奈
川
ラ

調
査
斜
坑
が
完
成
す
る
と
、
荷
衡
か

M
F
e
m
q
J川
区

中
央
部
に
向
か
っ
て
掘
ら
れ
る
。
音
響
湖
み
一
一
足

採
、
海
底
探
査
、
ボ
ー
リ
ン
グ
な
ど
を
行
三
対
一
一
瀬
之
畑
一

い
、
こ
の
ト
ン
ネ
ル
が
長
υ
の
は
ら
た
さ
説
話
警
・

き
を
す
る
。
本
坑
完
成
時
に
は
排
水
坑
とJ
よ
忍
一
戸
持

し
て
機
能
す
る
。
や
一
\
べ
ゐ
訟
一

・
作
業
坑
ニ
-
♂
刊
さ
で
…
一
ご

先
進
導
坑
と
あ
わ
せ
て
掘
ら
れ
る
。
本
プ
な
お
哩

坑
の
施
工
を
確
実
に
進
め
る
た
め
と
、
先
ケ
一
一
が
ち
担

進
導
坑
や
本
坑
の
土
石
、
建
設
資
材
の
掛
町
一
一
川
智
戸
芸

入
出
の
た
め
の
ト
ン
ネ
ル
。
鴫

F
X

知
山
手
知
書

-
本
坑

:
J

ご
=

技
術
的
に
も
、
工
費
、
工
期
に
つ
い
て

も
、
確
信
が
も
て
た
時
に
作
業
坑
か
ら
何

本
も
の
連
絡
横
坑
が
掘
ら
れ
、
そ
の
地
点

か
ら
『
分
割
施
工
さ
れ
る
。

-
ス
タ
ッ
フ

監
督

j
i
-
-
:
・
森
谷
現
段

製
作

:
j
i
-
-
:田
中
哀
惜
冨

:
:
:
:
森
岡
滋
越

:
:
:
:
田
中
海
弘

:
・
森
谷
礎
控

京
市
・
:
:
:
:
:
・
岩
川

ρ

j
-

支
芸
春
塗

脚
本
:
:
:
:
:
:
井
乎
俊

:
:
森
谷
川
掛
川

撮
影
;
:
:
:
:
:
木
村
宏

美
術
:
:
:
:
:
:
村
本
与
筒

音
楽
:
:
:
:
:
:
南
こ
ラ
並

主
題
敬
「
友
あ
り
え
」
詩
・
阿
木
姫
子
幽
ム

サ
ン
ト
ラ
盤
(
キ
ャ
ニ
オ
ン
・
レ
コ
ー
ド
)

録
音
:
:
:
:
:
:
紅
谷

照
明
:
:
:
:
:
:
沼
周

製
作
担
当
・

・
橘

製
作
・
株
式
会
社

配
給
・
東
宝
株


